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確
認
書
お
よ
び

事
業
計
画
書
（
素
案
）の
検
討

◎
財
政
負
担
の

　

将
来
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

市
は
、
事
業
計
画
書
（
素
案
）
の

提
出
を
受
け
て
、
確
認
書
の
条
件
も

踏
ま
え
、
市
の
財
政
負
担
に
つ
い
て

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し

た
。【
表
2
】
※
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

の
前
提
と
な
る
条
件
（
病
床
数
等
）
は
、

確
定
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

既
存
施
設
の
運
営
に
お
い
て
は
、

市
が
職
員
の
整
理
退
職
に
伴
う
退
職

手
当
債
の
元
利
償
還
や
既
存
施
設
の

元
利
償
還
の
全
額
を
負
担
し
て
も
（
こ

れ
ま
で
は
施
設
整
備
に
か
か
る
借
金
の

元
利
償
還
金
の
う
ち
3
分
の
2
ま
た
は

2
分
の
1
を
市
が
負
担
し
、
残
り
は
病

院
事
業
の
収
益
か
ら
返
済
し
て
い
ま
し

た
）、
こ
れ
ま
で
の
赤
字
補
て
ん
分

（
2
億
〜
3
億
5
千
万
円
）
が
な
く
な

る
こ
と
か
ら
、
負
担
総
額
は
減
っ
て

い
く
の
で
、
民
営
化
に
よ
る
効
果
が

あ
る
と
い
え
ま
す
。（
パ
タ
ー
ン
1
）

　

し
か
し
、
新
病
院
建
設
等
の
経
費

や
新
病
院
移
行
ま
で
に
必
要
と
な
る

新
た
な
建
設
改
良
費
を
全
額
市
の
負

担
と
し
て
試
算
し
た
場
合
、
高
額

医
療
機
器
の
償
還
時
期
な
ど
に
お
い

て
、
単
年
度
で
の
負
担
額
が
大
き
す

ぎ
、
阿
賀
野
市
の
財
政
状
況
か
ら
見

て
非
常
に
厳
し
い
負
担
と
な
り
ま

す
。（
パ
タ
ー
ン
2
）

公
設
民
営
化
を
め
ぐ
る

最
近
の
情
勢

◎
市
と
職
員
組
合

　

病
院
の
公
設
民
営
化
で
は
、
病
院

職
員
の
処
遇
に
つ
い
て
も
大
き
な
課

題
と
な
り
ま
す
。

　

病
院
の
運
営
を
指
定
管
理
者
に
任

せ
る
に
は
、
そ
れ
ま
で
の
職
員
に
は

い
っ
た
ん
退
職
し
て
も
ら
い
、
改
め

て
指
定
管
理
者
の
職
員
と
な
っ
て
も

ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
当
然
、
自

身
の
生
活
に
関
わ
る
将
来
不
安
も
あ

り
、
ま
た
将
来
の
処
遇
に
関
す
る
情

報
不
足
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
職
員

労
働
組
合
は
、
公
設
民
営
化
に
対
し

て
消
極
的
な
姿
勢
で
し
た
。

　

市
と
し
て
は
、
度
重
な
る
職
員
説

明
会
等
を
開
催
し
、
病
院
の
置
か
れ

て
い
る
危
機
的
状
況
を
全
職
員
に
伝

え
て
き
ま
し
た
が
、
結
果
と
し
て
、

市
の
持
っ
て
い
る
危
機
感
を
共
有
し

て
も
ら
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
れ
は
、
大
き
な
反
省
点
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
今
年
10

月
23
日
、
厚
生
連
理
事
長
が
来
訪
さ

れ
、
水
原
郷
病
院
の
公
設
民
営
化
に

つ
い
て
再
検
討
し
た
い
と
の
申
し
出

が
あ
り
ま
し
た
。
提
出
さ
れ
た
文
書

で
は
、「
当
該
病
院
の
将
来
の
あ
り

方
等
に
つ
い
て
の
（
市
・
議
会
・
労

働
組
合
の
）
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
不
十

分
な
状
況
に
あ
る
と
推
察
さ
れ
、
当

該
病
院
を
公
設
民
営
化
し
た
と
し
て

も
、
適
切
な
病
院
運
営
を
行
っ
て
い

く
こ
と
は
困
難
で
あ
る
」
と
い
う
見

解
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

指
定
管
理
者
制
度
に
移
行
し
て

も
、
実
際
に
病
院
で
働
く
の
は
現
在

の
職
員
で
あ
り
、
そ
れ
を
支
え
て
い

く
の
は
阿
賀
野
市
で
す
。
厚
生
連
か

ら
の
指
摘
の
と
お
り
、
全
市
を
挙
げ

て
病
院
再
生
に
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
、
仮
に
公
設
民
営
化
し
た
と
し
て

も
、
う
ま
く
は
い
か
な
い
で
し
ょ
う
。

　

厚
生
連
に
対
し
て
は
、
11
月
10
日
、

市
内
部
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
早
期
に

得
る
こ
と
を
前
提
に
、「
経
費
の
負

担
区
分
」
に
関
す
る
議
会
特
別
委
員

会
の
意
見
も
踏
ま
え
て
協
議
を
継
続

で
き
な
い
か
確
認
し
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
協
議
を
継
続
で
き
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み

◎
水
原
郷
病
院
の
再
生
に
向
け
て

　

市
民
の
生
命
と
健
康
を
守
る
た

め
、
水
原
郷
病
院
は
、
今
後
も
地
域

の
中
核
的
病
院
と
し
て
存
続
さ
せ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
一
方
で
、
公
立
病
院
共
通
の

課
題
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
医
師

の
過
重
労
働
、
経
営
感
覚
の
欠
如
、

高
コ
ス
ト
体
質
等
の
問
題
点
は
、
水

原
郷
病
院
に
も
当
て
は
ま
る
問
題
で

あ
り
、
抜
本
的
な
改
革
が
必
要
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
総
務
省
公
立
病
院
改

革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
示
さ
れ
た
方
向

性
に
あ
わ
せ
、
今
後
も
、
公
設
民
営

化
に
よ
る
経
営
改
善
を
行
い
、
将
来

に
わ
た
っ
て
地
域
に
必
要
な
医
療
を

確
保
し
て
い
く
方
針
で
す
。

　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
市
の
財
政

負
担
を
ど
う
減
ら
す
か
と
い
う
視
点

だ
け
で
な
く
、
病
院
が
市
の
財
政
状

況
と
関
係
な
く
、
自
ら
の
力
で
成
り

立
っ
て
い
け
る
体
制
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
が
地
域
医
療
の
安
定

的
、
継
続
的
な
確
保
に
つ
な
が
り
、

市
民
の
利
益
に
な
る
も
の
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
病
院
が
自
ら
の
力
で
成
り

立
っ
て
い
け
る
よ
う
に
行
政
と
市
民

で
支
え
な
が
ら
、
あ
わ
せ
て
、
支
え

て
い
る
市
本
体
も
倒
れ
て
し
ま
わ
な

い
よ
う
に
す
る
方
策
も
必
要
で
す
。

　

今
後
も
、
知
恵
を
絞
り
、
議
論
を

積
み
上
げ
、
病
院
再
生
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

平
成
21
年
8
月
20
日
、
厚
生
連
（
新
潟
県
厚
生
農

業
協
同
組
合
連
合
会
）
よ
り
水
原
郷
病
院
の
指
定
管

理
者
応
募
に
対
す
る
事
業
計
画
書
（
素
案
）
の
提
出

を
受
け
て
か
ら
、
市
で
は
、
市
民
説
明
会
を
開
催
し
、

ま
た
、
市
独
自
の
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
作
成

す
る
な
ど
、
事
業
計
画
書
（
素
案
）
に
対
す
る
検
討

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

市
議
会
に
お
い
て
も
、
水
原
郷
病
院
公
設
民
営
化

調
査
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
10
月
30
日
に
は
議

長
か
ら
市
長
に
対
し
て
意
見
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
と
現
在
の
状
況
を
報

告
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の

経
過
と

　
　

    
現
在
の

状
況

【表1】事業計画書（素案）による収支見込　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

20年度
実績 1年目 2年目 3年目 4年目 備考

医業収益 2,732 2,765 2,852 2,970 3,079 順次医師の充足をはかり、増収
事業収益 3,020 3,056 3,143 3,261 3,370 -

①総収益 3,216 3,256 3,343 3,461 3,571 市からの 1億 5千万円の交付金を含む
医業費用 747 743 718 735 751 -

事業費用 3,406 3,228 3,219 3,291 3,374 施設等を市が所有（減価償却費等を減）
②総費用 3,502 3,253 3,234 3,307 3,391 -　
純損益（① - ②） -286 3 109 154 180 適正水準の内部留保を確保
病床利用率 81.5% 82.7% 84.7% 86.7% 88.7% 稼動病床数（248 床）換算
経常収支比率
（事業収益÷事業費用）

88.6% 94.7% 97.6% 99.1% 99.9% 4 年目で約 100％を達成

【表2-2】財政負担の将来シミュレーション（単位：億円）

　 1 年目 2年目 3年目 4年目 5年目 6年目 7年目 8年目 9年目 10 年目 11 年目 12 年目 13 年目 14 年目
パターン1 5.1 4.9 4.9 4.7 4.1 4.1 4.1 4.0 3.6 3.5 2.6 2.6 2.6 2.6
パターン2 7.5 7.3 14.5 8.2 7.0 9.4 5.7 11.8 11.0 12.0 11.3 11.3 11.5 6.2

新病院建設までに必要な
投資を集中的に行う （高額医療機器の借金返済で負担が大きくなる時期）

【表2-1】財政負担の実績  平成16～20 年度実績（単位：億円）

16年度 17年度 18年度 19年度 20年度

一般会計負担金
（うち赤字補てん額）

5.4 8.5
（3.5）

7.8
（3.0）

6.0
（2.0）

5.2
（2.0）

パターン 1は、新病院建設や既存病院の改修費用を
見込まない場合。パターン 2は、パターン 1に新病
院建設（300 床）や既存病院の改修費用（約 18 億円）
などを加えた場合。（新病院建設費用や既存病院改
修費用は全額市が負担するものとして試算）

◎
10
月
23
日
、
厚
生
連
か
ら

　

公
設
民
営
化
再
検
討
の
申
し
出

◎
11
月
10
日
、「
協
議
継
続
」

◎
市
議
会
特
別
委
員
会

　

経
費
負
担
は
「
再
協
議
」

　

市
議
会
水
原
郷
病
院
公
設
民
営
化

調
査
特
別
委
員
会
か
ら
は
、
意
見
書

に
示
さ
れ
た
調
査
概
要
で
「
安
定
的

継
続
的
に
医
療
の
提
供
を
行
い
、
市

の
財
政
も
考
慮
し
た
仕
組
み
が
必

要
。経
費
の
負
担
区
分
に
つ
い
て
は
、

地
方
公
営
企
業
法
の
経
費
負
担
の
原

則
に
基
づ
き
、
総
務
省
が
定
め
る
繰

出
基
準
に
基
づ
い
た
負
担
と
な
る
よ

う
厚
生
連
と
再
度
協
議
す
る
こ
と
」

と
要
望
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
繰
出
基
準
」
は
、
一
般
会
計
等

か
ら
病
院
事
業
会
計
へ
の
繰
出
金
額

を
算
定
す
る
上
で
の
ル
ー
ル
で
す
。

　

例
え
ば
現
行
制
度
で
は
、
病
院
の

施
設
整
備
に
か
か
る
借
金
返
済
に
つ

い
て
、
2
分
の
1
は
一
般
会
計
等
で

負
担
し
、
残
り
の
2
分
の
1
は
病
院

事
業
の
収
益
で
負
担
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

新
病
院
を
建
設
す
る
場
合
、
起
債

（
借
金
）
に
よ
っ
て
建
設
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
償
還
期
間
は

30
年
も
の
長
期
に
わ
た
り
ま
す
。
こ

の
借
金
返
済
に
つ
い
て
、
市
の
負
担

が
「
繰
出
基
準
」
に
基
づ
く
も
の
な

の
か
否
か
に
よ
っ
て
、
将
来
の
市
の

財
政
状
況
が
大
き
く
変
化
す
る
こ
と

は
容
易
に
想
像
で
き
ま
す
。

確
認
書
の
締
結
、

事
業
計
画
書
（
素
案
）の
提
出

　

平
成
20
年
8
月
の
天
野
市
長
の
厚

生
連
訪
問
以
降
、
市
は
厚
生
連
と
公

設
民
営
化
に
向
け
た
協
議
を
重
ね
て

き
ま
し
た
が
、
今
年
8
月
20
日
、
厚

生
連
か
ら
事
業
計
画
書
（
素
案
）
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
業
計
画
書
（
素
案
）
の
内
容
は
、

現
在
の
診
療
体
制
を
維
持
し
つ
つ
、

順
次
医
師
の
充
足
と
診
療
機
能
の
向

上
を
は
か
り
、
救
急
医
療
に
つ
い
て

も
早
期
の
救
急
告
示
病
院
の
指
定
復

活
を
目
指
し
、
あ
わ
せ
て
、
他
の
厚

生
連
病
院
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ

り
地
域
医
療
の
向
上
に
努
め
る
と
い

う
も
の
で
し
た
。

　

ま
た
、
収
支
見
込
で
は
、
1
年
目

か
ら
黒
字
化
（
市
か
ら
の
政
策
医
療

交
付
金
を
含
む
）
し
、
4
年
目
に
は

経
常
収
支
比
率
で
も
ほ
ぼ
１
０
０
％

（
事
業
に
よ
る
収
入
と
支
出
が
均
衡

し
て
い
る
状
態
）
を
計
画
し
て
い
ま

し
た
。【
表
1
】

　

一
方
、
今
年
5
月
11
日
に
締
結
し

た
確
認
書
で
は
、
現
在
の
施
設
に
お

け
る
運
営
で
は
赤
字
の
全
額
を
市
が

負
担
し
、
施
設
使
用
料
も
全
額
免
除
、

新
病
院
開
院
後
も
赤
字
は
指
定
管
理

者
の
運
営
状
況
を
考
慮
し
て
協
議
し
、

施
設
使
用
料
も
指
定
管
理
者
の
収
支

に
見
合
う
も
の
と
し
て
い
ま
し
た
。

水
原
郷
病
院
の
公
設
民
営
化

問
い
合
わ
せ

企
画
政
策
課
病
院
改
革
推
進
室

☎
61
‐
２
４
８
３
（
直
通
）
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◎
8
月
20
日
、
厚
生
連
か
ら

　

事
業
計
画
書
（
素
案
）
の
提
出

新病院開院


